
実施日：令和７年９月 27 日（土） 

  

 当セミナーは、地域で主体的に活動できるようになることを目指し、実際のボランティア活動に参加し

ながら、活動の一連のプロセスを学びます。これにより、今後のボランティアや地域活動に取り組むため

に必要な力を養うことを目的としています。 

第３回では、大学・高校生 26 名が参加し、フィールドワークの中間報告と、次回の活動に向けて各グ

ループの打合せを行いました。 
 

○グループ協議・発表「フィールドワークの中間報告」 

総合教育センター職員 
前半は、グループ協議および発表を行いました。フィールドワーク①の活動先ごとにグループを編成

し、役割分担を行いながら、活動内容や活動を通じて得た学び、印象に残った出来事、今後の活動に生

かしたい点などを模造紙に整理しました。作成した模造紙を示しながら、各班が発表を行いました。フ

ィールドワークを通してボランティア活動に対する理解を深め、学んだことを発表し合うことで、体験

の共有だけでなく、着眼点の違いから新たな気付きを得られた様子がうかがえました。今後の地域活動

への意識向上につながる有意義な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 説明・演習「フィールドワーク②に向けて」 

総合教育センター職員 
後半は、フィールドワークの受入れ団体ごとに打合せを行いました。活動内容や準備事項の確認と、

受入れ団体への挨拶メールの作成と送信を行いました。フィールドワーク①の振り返りを踏まえ、次回

の活動に向けたねらいや留意点を確認しました。これにより、活動に向けた準備が進み、活動への意識

を高める機会となりました。 

 

 

☆受講者の声（アンケートから）☆ 

・自分の班はもちろん、他の班の発表を聞いて、様々な意見や感想、価値観を知ることができ、貴重な経験

になりました。さらに自分の価値観や視野も広がったように感じました。 

・次のフィールドワークでも地域の人とのつながりを大切にして主体的に活動したいと思いました。 

・なんでも自分が行動するのではなく、状況を見た上であえて手を出さないという選択をすることも重要な

要素であると学びました。家と職場・学校以外の第３の居場所の重要性についても改めて学ぶことができ

ました。 

研修内容の詳細に関するお問い合わせは栃木県総合教育センター生涯学習部まで 

TEL:028-665-7206  e-mail:skc-syougai@pref.tochigi.lg.jp 


